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E-(U)-去/_二 U 雲 E(py,〟),










複合フェルミオン模型では ',-1/2でフェルミ波数が kF-何 となる｡(neは電子






















p - Po+27Tq2L,2d, (9)
fC-1 - Fc.-1+47rq21/2d, (10)
となり､dを増加させるとP とfC-1は共に増加する｡ よって､Pや fCが負から正に変わ
るdの臨界値が存在する｡ 数値計算によると,I/-1/2におけるPに村する臨界値 dclは
dc1-0.154a､fCに対する臨界値 dC2 はdc2-0.115aである｡これら臨界値の大きさは
B=10Tで lnmのオーダーである｡ 実際のホールバーではdは 10nm以上なので､今考
えている量子ホール気体状態が安定に存在できると思われる｡
d>dC2では圧縮率が正の安定な領域が L/-1/2を中心にして対称に現れる｡ これは粒
子反粒子対称性によるものである｡ ただし､圧力が正の領域は対称ではない｡
4 Summaryanddiscussion
我々はフォンノイマン格子上の平均場理論により量子ホール気体状態を構成し､その安
定性を議論した｡その結果､スペーサーが量子ホール気体状態を安定化させることがわかっ
た｡〟-1/2におけるスペーサーの厚みの臨界値は現在の量子ホール系における値よりも
小さいので､量子ホール気体状態が実際に実現していると思われる｡ しかし､臨界値は理
想化した系における値なので定量的に実際の系の安定性を議論するには電子系の厚みの効
果や不純物の影響､有限温度効果などを考慮する必要がある｡ これは今後の課題である｡
ここではギャップレスの状態を考えたが､もし平均場が格子上の並進対称性を破ればギャッ
プフルの状態が実現可能となる｡ 実際､位相部分が磁束を持つような並進対称性を破る平
均場のもとで L,-P/(2pn土1),p-1,2,...の系列のギャップエネルギーを計算すると､実
験値と良く合う結果が得られる[9】｡このように､フォンノイマン格子上の場の理論を用い
ることにより量子ホール系の様々な現象を統一的に理解することが可能であろう｡
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